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村議会６月定例会

平成30年７月号・いなかだて2

可決された主な案件
予算関係
・平成30年度一般会計補正予算
・平成30年度国民健康保険特別会計補正予算

・平成30年度介護保険特別会計補正予算
・平成30年度水道事業会計補正予算

条例関係
・学校教育施設整備基金条例
・国民健康保険診療報酬支払準備基金条例の一部を改
正する条例

・村立体育館設置条例の一部を改正する条例
・都市公園法施行条例の一部を改正する条例

その他
・財産の取得（2件）
・財産の処分
・人権擁護委員の推薦
・農業委員会委員の任命（10件）

・専決処分した事項の報告及び承認
・繰越明許費繰越計算書
・田舎館村土地開発公社の経営状況
・（株）アイナックの経営状況

一般質問

山﨑　洋 議員
①子どものむし歯予防
問 （ア）むし歯予防のフッ素化合物
塗布について、対象年齢や方法は自
治体によって対応が異なっている。
村での実施は２歳児のみか。また、
予算額はいくらか。
答 （村長）２歳児に無料で実施し
ている歯科健診の一環で行っている。
今年度の予算額は歯科健診と合わせ
て3,400円／人、50人を見込み17
万円を計上している。
問 （イ）フッ素化合物の無料塗布は、
対象を幼児期に拡大してはどうか。
答 （村長）２歳児の歯科健診は受
診率が低下傾向であり、まずはその
向上を優先したいため、対象の拡大
は考えていない。
問 （ウ）児童のむし歯有病率の現
状は。青森県の取り組みでは、幼児
に対するフッ素化合物の利用につい
て効果検証が行われているが、村で
も子育て支援の観点から何か考える
べきでは。

答 （厚生課長）平成29年度の３歳
児健診で調査した際のむし歯有病率
は32.4％だった。むし歯予防はフッ
素化合物塗布だけでなく、生活習慣
が重要と考えている。児童が甘い物
を口にする時間が長時間化している
という歯科医師の指摘があることか
ら、健診時には歯科衛生士が指導し
ているほか、保育所等の参観日では
むし歯予防教室を開催しており、家
庭でのむし歯予防について啓蒙を
図っている。
答 （村長）フッ素化合物の塗布は青
森県の検証結果を踏まえて再度見極
めたい。
②冬の田んぼアート2018
問 （ア）来館者数は1,990人とな
り、悪天候の影響からか前年実績と
比べ大幅減少となった。期間中の好
天を見込み、開催期間を３週間に延
長するような対策が必要では。
答 （村長）スノーアートは踏み固
めた雪の凹みにできる影がなければ
見えづらく、天候と積雪の影響を受
ける中で維持することは非常に困難
であるため、開催期間を長くする考
えはない。
問 （イ）近年は体験型イベントが人
気のようだが、スノーアート技術の
継承や発展には人材育成が必要だと
思われるため、冬の田んぼアートに
体験型観光を取り入れる工夫が必要

では。
答 （村長）短い開催期間にもかかわ
らず、予測が難しい冬の気候に影響
されてしまう点は、夏の田んぼアー
トと大きく異なる部分であり、改善
しながら前進したい。

田村　道雄 議員
光田寺コミュニティセンターの入浴料
問 （ア）ふれあいセンターと同様に
なるようだが、税金で建設する施設
であり、村民の意見を踏まえて入浴
料を200円程度にしてはどうか。
答 （村長）施設が新しくなるため、
そのようなことは考えていない。高
齢者に対する無料入浴は、ふれあい
センターと同様に実施する。村では
村内３施設間の料金体系を包括的に
考えたい。
問 （イ）新しい施設での無料入浴に
抵抗を感じられる可能性はある。藤
崎町の施設では、65歳以上の入浴
料を１回100円に設定している。老
人福祉の観点から、60歳以上の無
料入浴事業を見直してはどうか。
答 （村長）高齢者料金は温泉施設全
体で設定する際の参考にしたい。光
田寺コミュニティセンターの完成に
向けての実施は考えていない。
問 （ウ）入浴料の変更にあたり、指
定管理料の見直しはあるか。

第２回議会定例会が６月４日～８日に開かれました。７日には山﨑洋議員、田村道雄議員、品川正人議員、品川新一議
員、鈴木孝一議員、平川重廣議員が一般質問を行いましたので、主な内容を要約してお知らせします。
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答 （村長）指定管理者と新たに協定
を締結する際に協議されるものと考
えている。

品川　正人 議員
①小・中学校のトイレの状況
問 （ア）現在、一般家庭のトイレは
洋式の割合が高いと思われる。両校
舎の現状はどうか。
答 （教育長）トイレは両校ともに和
式と洋式を据え付けており、校舎の
各箇所にそれぞれ適切に設けている。
問 （イ）和式から洋式への改修状況
は。未実施の場合、計画はあるか。
答 （教育長）小学校は統合の際に改
修を実施しており、全体の４割が洋
式となった。
　中学校は当初から７割が洋式であ
り、両校ともに一定の水準を確保し
ていることから、新たな改修は計画
していない。
②高齢者の見守りや現状と対策
問 （ア）見守りの対象は単身世帯
や老老世帯、日中独居高齢者、夜間
独居高齢者、急変の可能性がある持
病を持っている方など多岐にわたる
と思われるが、その状況は。
答 （村長）社会福祉協議会へ「地域
高齢者見守り福祉事業」を委託して
おり、協力員が一人暮らしや二人暮
らしの高齢者世帯を中心に見守り活
動を実施しているほか、民生委員も
日常生活での見守りを行っている。
問 （イ）近くに商店等がなく、高齢
や障害、車を持たないなどの理由で
交通手段が制限されている「買い物
弱者」といわれる高齢者の数はどの
ような状況か。
答 （村長）正確な把握はできていな
いが、増加傾向にあると思っている。
問 （ウ）運転免許証の返納状況は。
答 （村長）黒石警察署より、管内で
は昨年１年間に174人が返納した
との回答をいただいている。
問 （エ）買い物弱者への対策はど
のように考えているか。
答 （村長）社会福祉協議会と連携
し、バスを使って近隣のスーパー等
への送迎を検討している。

問 （オ）見守りの実施主体は、セ
キュリティ事業者等の民間主体や自
治体主体があると思われる。自治体
主体の場合、住民との協力体制構築
や、新聞、ガス、電気、水道、生協
などの事業者と提携している事例が
ある。村としてどのような対応を考
えているか。
答 （村長）これまでの村主体によ
る見守りを継続し、民生委員を中心
に住民と協力体制を築き、連絡を密
にしながら今後も対応する。

品川　新一 議員
①老人憩の家の状況
問 （ア）改修計画は進めているか。
答 （村長）具体的な計画として現
在取り組んでいるものはない。
問 （イ）田んぼアートの里ブランド
化推進協議会では源泉の温泉熱を利
用していちごを栽培されているが、
温度が不安定だと聞いた。
答 （村長）老人憩の家で使用する際
に、そのような現象は聞いていない。
問 （ウ）温泉熱を利用するハウスは
今後も増えるようだが、源泉はハウ
ス専用とし、別の場所に温泉施設を
新築する考えはないか。
答 （村長）具体的な計画を検討す
る際に考えていく。
②児童館
問 （ア）光田寺児童クラブへの対応
や児童館・児童クラブ３施設の統合
など、新たな児童館の建設計画は進
めているか。
答 （村長）現在の光田寺児童クラブ
が使用できるうちに、児童館の将来
や在り方を決める必要がある。年度
内に委員会等を設置し、協議を進め
る。
問 （イ）３月定例会において、利用
希望者全員を収容できない施設では
施設間で利用人数の調整を図ってい
ると答弁しているが、どのように調
整しているか。
答 （村長）定員に達した施設へ期限
を過ぎてから申し込みをされた方に
対して、別の施設を利用するようお
願いしている。

鈴木　孝一 議員
道路の拡幅整備
問 （ア）米の生産効率向上のため、
水田は区画の整理や拡大が図られ、
それに伴って機械が大型化し、現在
の道路では狭くなっている。拡幅の
要望は何地区から寄せられているか。
答 （村長）今年度に工事を予定し
ている川部地区を含め、３地区から
要望があった。
問 （イ）整備距離と費用、要する時
間はどれくらいか。
答 （村長）整備距離は３地区合計で
約1.4kmとなる。川部地区にかか
る費用を基に試算すると、測量・設
計・工事にかかる費用は約４百万円
／100ｍ、３地区でおよそ５千６百
万円を見込む。測量・設計に１年、
工事を２年とし、１地区３年での完
成を考えているが、現時点で着手時
期が未定となっている地区について
は、村全体の事業で行う道路の改良
と合わせて今後検討していく。

平川　重廣 議員
通学路の安全確保
問 （ア）県道136号常盤新山線は交
通量が多いにもかかわらず、川部字
村元の跨線橋下にある横断歩道は信
号がなく、通学の際に危険ではない
か。
答 （教育長）本線への接続道路が短
区間に複数あるため、信号設置に
よって交通渋滞が深刻になり、危険
性が増すと予想される。現状の危険
性は認識しているが標識や看板を設
置し、付近にある別の横断歩道には
交通指導員を配置するなど、注意喚
起の対策を取っている。
問 （イ）大袋地区の村道は幅員が狭
く、見通しが悪いうえに交通量が多
いため、注意喚起の看板が必要では
ないか。
答 （教育長）見通しの悪いカーブ付
近の電柱に、注意喚起の看板を２箇
所設置している。危険箇所の把握と
解消は引き続き熟慮していく。



平成30年７月号・いなかだて4

６月13日、14日に第２田んぼアートの田植えを行いました。２日間は時折雨が降るあいにくの天気でしたが、村民有
志の方々によって図柄部分を中心に田植えを進めていきました。１日目には共育型地域インターンシップin田舎館の一
環で弘前大学の学生２人が参加したほか、２日目には地域おこし協力隊も田植えに加わりました。３人は背景部分を担
当し、田植え機を初めて扱いながら「つがるロマン」の苗を植える作業を進行。第１田んぼアートの田植え体験ツアーで
は手植えを経験していたこともあり、あらためて機械の効率に感心していました。
また、２日目は尾上総合高校の全校生徒も参加して田植えを体験。生徒は冷たい泥の感触に歓声をあげながら田んぼ
に入り、クラス間で苗同士の間隔を確かめながら、手塚治虫氏が描かれている周辺の背景を植えていきました。生徒会長
の小山内桃

もも
花
か
さん（弘前市）は、３年生として最後の田植えに「田植えは段々慣れ、２年次より多く植えることができた。

田んぼの泥にはすっかり抵抗を感じなくなった。村のホームページで田んぼアートの生育状況を見守っていきたい」と
話し、同級生らとともに「秋の稲刈りも３年生として手際よく刈りたい！」と笑顔を見せていました。

第2田んぼアート   

図柄部分は村民有志が
手植え

尾上総合高校は
全校生徒が参加

Ⓒ TEZUKA PRODUCTIONS
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もも
花
か
さん（弘前市）は、３年生として最後の田植えに「田植えは段々慣れ、２年次より多く植えることができた。
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第2田んぼアート   

図柄部分は村民有志が
手植え

尾上総合高校は
全校生徒が参加

Ⓒ TEZUKA PRODUCTIONS
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約85m

約70m

約155m

約35m数値で見る第2田んぼアート
【測 量 点 数】　約5,500点
【稲 の 種 類】　7色9品種
　・紫　色（紫大黒、紫穂波）
　・黄　色（黄大黒）
　・濃緑色（緑大黒）
　・白　色（ゆきあそび）
　・赤　色（べにあそび、赤穂波）
　・橙　色（あかねあそび）
　・緑　色（つがるロマン）
【アートの面積】　9,945㎡

田植えに慣れた3年生は
順調に作業！？

   田植え！

「手 塚 治 虫
 キャラクター」

Ⓒ TEZUKA PRODUCTIONS
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話 題 い ろ い ろ

　花いっぱい運動実行委員会による環境美化活動が平川河
川公園で行われ、７人が参加しました。参加者は村章の形
を模した花壇へマリーゴールドの苗300株を植えました。
会では参加者の減少や高齢化から、今年度の活動を一区切
りとし、来年度以後の活動は未定としています。

6/16 33年目を迎えて

　東北電力（株）弘前営業所と（株）ユアテック弘前営業所
から LED街路灯５基が寄贈され、役場村長室で贈呈式が
行われました。街路灯の寄贈は、管内市町村の安全や防犯
など「明るい街づくり」を推進する一環で実施されている
もので、寄贈された街路灯は十二川原、八反田、大曲地内
へ設置されます。

6/19 夜道をより安全に

　５月23日、共育型地域インターンシップ in田舎館のキック
オフミーティングを役場３階リハーサル室で行いました。今回
は暮らしに必要な村の情報を１冊に集約した「村民便利帳」の制
作をインターンシッププログラムに設定し、応募された弘前大
学の学生２人が事前課題として他市区町村の事例を調べ、研究
発表を行いました。佐々木健

けんと
人さん（人文社会科学部２年・弘

前市）は、人口規模を比較しながら宮城県の自治体を事例に取
り上げて媒体の在り方を検証し、スマートフォンで検索しやすいホームページでの公開と、誰でも手に取って読める
紙媒体の両方を用意することが周知に効果的と提言。鎌田翔

しょうい
至さん（人文社会科学部１年・北海道網走市）は、情報

を厳選し、目次はわかりやすさを心がけるべきと訴え、人の一生を「出生→成人→老後→死亡」と一連で表わし、そ
の項目に目次を設定する手法を提案。２人はお互いの発表を聞きながら、これから取り組むプログラムの全体像を掴
んでいました。また、６月６日には村のことを知る一環として、ガイド団体の田

じゃいご
舎あるぎ衆

んど
による“まちあるき”に参

加し、城址や文化財を見学しながら村内を巡り、村の歴史について知識を深めました。

暮らしに必要な情報を探る

　弥生時代の水田を再現した「弥生体験田」の田植えが遊稲の館で行われました。27日は ｢田園 ｣未来を築く会主催によ
り体験田オーナーとして132人が参加し、会員の指導を受けながら割り当てられた区画で田植えを行いました。31日に
は郷土や稲作について学ぶ授業の一環として、小学校５年生58人が田植えを体験。９班に分かれた児童は「つがるロマ
ン」や紫黒米の「紫の君」、古代米の「においあかこ」を植え、成田來

く る み

実さんは「穂の様子や成長過程をしっかり観察した
い。収穫後の炊飯が楽しみ」と話し、実りの秋に期待を寄せていました。

5/27，31 弥生時代に思いを馳せて
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I n f o rm a t i o n
お知らせ

いなかだて・平成30年７月号 7

お問い合わせの際は、各課の内線番号をお伝えください。
☎58-2111（代表）役場からの情報

今月の納税相談

と　き ところ

夜　間 ７月25日（水）
午後５時～午後７時

役場１階
税務課

休　日 ７月29日（日）
午前９時～午後４時

▷問い合わせ／税務課税務収納係（内線123）

今月の納税
　国民健康保険税（１期）、介護保険料（１期）、後期高
齢者医療保険料（１期）
▷問い合わせ／
　国民健康保険税…税務課税務収納係（内線123）
　介護保険料…厚生課介護保険係（内線156）
　後期高齢者医療保険料…住民課国保年金係（内線161）

国民年金だより
継続免除申請
　国民年金保険料の免除等の始・終期は、７月〜翌年６
月です。このため、免除等の承認を受けている方が今年
７月以降も引き続き承認を得るためには、平成30年度
分の申請を行うことが必要です。
　ただし、全額免除または納付猶予の承認をされた方が
翌年度以降も引き続き申請を希望した場合（申請書下欄
⑭継続希望区分で「１．する」に○をされた方）は、申請
書の提出は不要です。同じ免除区分の継続申請があった
ものとして審査を行い、日本年金機構から結果が通知さ
れます。失業等の特例制度による全額免除や納付猶予
は、継続申請の対象になりません。
　なお、納付猶予が承認された場合の翌年度以降、世帯
主の所得が基準以下となり、全額免除に該当するように
なっても、前年と同じ納付猶予が承認されているため、
全額免除を希望する場合はあらためて申請が必要です。
納付猶予制度
　納付猶予期間は、老齢基礎年金の受給額が増えること
はありませんが、老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基
礎年金を受け取るために必要な受給資格期間に算入され
ます。納付猶予期間の保険料は後から納付（追納）する
ことで、老齢基礎年金の受給額を増やすことができま
す。
▷問い合わせ／住民課国保年金係（内線162）
　　　　　　　弘前年金事務所　☎27－1339

今月の粗大ごみ収集日
７月25日（水）
▷問い合わせ／住民課生活環境係（内線165）

人権・行政相談
　法務省は、村の人権擁護委員に工藤泰子さん（前田屋
敷）を７月１日付けで委嘱しました。
人権擁護委員は村民の皆様から人権
に関する相談を受け、問題解決のお
手伝いをしています。人権に関する
問題でお困りの方は、一人で悩ま
ず、毎月開設している人権・行政相
談へお気軽にご相談ください。相談
は無料で秘密は厳守します。
○と　き／８月22日（水）　午前９時〜正午
○ところ／役場１階相談室
行政相談員が表彰を受けました
　行政相談員を務められている太田信吾氏（枝川）の長
年にわたるご活躍に対し、総務省青森行政監視行政相談
センター所長から感謝状が贈呈されました。行政相談員
は村民の皆様が毎日の暮らしの中
で、行政についての苦情や意見、要
望などがあったときに、もっとも身
近な相談相手になります。苦情を直
接申し出にくい、どこへ申し出たら
よいかわからない、苦情を申し出た
がその措置に納得できないなど、お
気軽にご相談ください。
▷問い合わせ／住民課住民係（内線164）

村議会委員会等活動記録
　以下の日程で委員会等活動がありました。
○とき／５月30日（水）
　議員全員協議会
　内容／ (株 )アイナックの経営状況　ほか７件
　議会運営委員会
　内容／平成30年第２回議会定例会の会期日程等
▷問い合わせ／議会事務局（内線311）

献血（全血）
○とき・ところ／７月19日（木）
　午前の部：午前10時〜午前11時30分
　　　　　　（株）丸勝小野商事
　午後の部：午後１時〜午後４時
　　　　　　中央公民館
▷問い合わせ／厚生課健康推進係（内線152、153）
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第73回市町村対抗青森県民体育大会
　今年も市町村対抗青森県民体育大会が以下の日程で開
催されます。今回は三八地域が主会場で、各競技会場や
時間など詳しいことはお問い合わせください。応援をよ
ろしくお願いします！
○とき／７月21日（土）、22日（日）　先行開催
　　　　７月28日（土）、29日（日）　本開催
○参加競技／陸上・軟式野球・ママさんバレーボール・
卓球・剣道・相撲・ソフトボール男女・バスケットボー
ル男女・バドミントン・ボウリング・ゲートボール・
テニス・サッカー・グラウンドゴルフ　以上14競技
16種目
▷問い合わせ／教育課社会教育係（内線500）
　　　　　　　中央公民館　☎58－2250

平成30年度成人式の実行委員を募集
　教育委員会では、平成31年１月13日（日）に成人式
を挙行する予定です。式典と記念パーティー、記念品な
どの企画や進行を決めるため、10月中旬から会議を３
回程度開催します。ご協力いただける新成人の方は、氏
名、住所、連絡先をお知らせください。
○対象／平成10年４月２日〜平成11年４月１日に生ま
れ、次のいずれかに該当する方
①村内在住
②平成22年度に村内の小学校を卒業
③平成25年度に田舎館中学校を卒業
④村内の学校に在籍していた期間がある
○申込締切／８月31日（金）
▷問い合わせ／教育課社会教育係（内線501、502）
　中央公民館　☎58－2250　FAX58－2394

排水設備工事責任技術者試験
　適正な排水設備工事を行うため、責任技術者の資格試
験が次のとおり実施されます。なお、受験資格について
は一定の要件がありますので、お問い合わせください。
○と　き／10月17日（水）
○ところ／弘前会場（弘前市中央公民館岩木館）、青森
会場、五所川原会場、八戸会場
○受験料／8,000円（振込手数料が別途必要）
○申込書配布／役場２階建設課
○申込締切／７月31日（火）
▷申し込み・問い合わせ／建設課下水道係（内線233）

もうすぐ１年生！
就学に向けて心配や不安はありませんか？

　就学についての質問や相談に応じています。来年度以
降に就学する子どもがいる方も気になることがありまし
たら、お気軽にお問い合わせください。
・小学校ではどんな学校生活になるの？
・通学はどうなるの？
・落ち着きがないから、ちょっと心配
・友だちと上手く遊べるか心配
・字や数の勉強はやっておいた方がいいの？
・就学までの準備でやっておくことは？
　なお、教育委員会では、小学校の教員を村内保育所等
に派遣する機会を設け、普段の生活状況を確認しなが
ら、保護者からの質問や相談にお応えしています。
▷問い合わせ／教育課学務係（内線332）
　　　　　　　☎58－2363（直通）

夏季休業中の学校閉庁日
　教職員が心身ともにゆとりを持って児童、生徒と向き
合っていけるように、働き方改革の一環として年次休暇
の取得促進を図るため、小・中学校の夏季休業中に学校
閉庁日を設けます。
○とき／８月13日（月）〜16日（木）
○閉庁中の対応／
・緊急時の連絡は教育委員会が対応します。
・やむを得ない場合を除き、学校に勤務者はおりません。
・原則として、部活動は実施しません。ただし、大会参
加等のやむを得ない場合を除きます。
▷緊急時（昼夜間）の問い合わせ／
　教育課学務係（内線330、332）　☎58－2363（直通）

国民健康保険被保険者証の更新
　有効期限は７月31日です。
　８月１日からの新しい被保険者証は、７月下旬に加入
者の皆様へ郵送します。

▷問い合わせ／住民課国保年金係（内線162）

▽問い合わせ／総務課庶務係（内線222）

☎58-2151防災無線を
聞き逃したら！！

　次の電話番号にかけると、防災無線で放送された内容を聞くこ
とができます。ぜひご利用ください。
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排水設備工事責任技術者試験
　適正な排水設備工事を行うため、責任技術者の資格試
験が次のとおり実施されます。なお、受験資格について
は一定の要件がありますので、お問い合わせください。
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▷申し込み・問い合わせ／建設課下水道係（内線233）

もうすぐ１年生！
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　　　　　　　☎58－2363（直通）

夏季休業中の学校閉庁日
　教職員が心身ともにゆとりを持って児童、生徒と向き
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国民健康保険被保険者証の更新
　有効期限は７月31日です。
　８月１日からの新しい被保険者証は、７月下旬に加入
者の皆様へ郵送します。

▷問い合わせ／住民課国保年金係（内線162）

▽問い合わせ／総務課庶務係（内線222）

☎58-2151防災無線を
聞き逃したら！！

　次の電話番号にかけると、防災無線で放送された内容を聞くこ
とができます。ぜひご利用ください。
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役場閉庁日の火葬許可証発行
　担当職員は自宅待機していますので、お手数ですが事前に役場へ電話連絡をお願いします。
○と　き／８月４日（土）、11日（土）、18日（土）、25日（土）　午前８時15分〜正午
○ところ／役場１階住民課
▷問い合わせ／住民課住民係（内線163、164）

後期高齢者医療制度
住民税非課税世帯の方に交付している限度額適用・標準負担額減額認定証
　有効期限は７月31日です。平成29年中の所得状況等により今年度も引き続き認定された方には、新しい認定証を
郵送しますので、更新手続きの必要はありません。住民税非課税世帯で新たに認定証の交付を希望する方は、後期高
齢者医療被保険者証と印鑑をご持参のうえ、役場１階住民課で手続きをしてください。
限度額適用認定証
　住民税課税所得金額が145万円以上690万円未満の方は、窓口負担が３割となっている現役並み所得区分が、８月
から３つの区分に分かれます。145万円以上380万円未満の方、380万円以上690万円未満の方は、交付申請が必要
となります。
　認定証の交付は、後期高齢者医療被保険者証と印鑑をご持参のうえ、役場１階住民課で手続きをしてください。
70歳以上の各種療養費は、８月診療分から上限額が変わります
○高額療養費／低所得者Ⅰ・Ⅱの区分に変更はありません。

区　分 限度額（世帯）　　※外来（個人）は廃止
※１多数回該
当は、４回
目の該当か
ら上限額が
変わります。

現役並みⅢ（課税所得690万円以上） 252,600円＋（医療費総額－842,000円）×１％　※１ 140,100円上限
現役並みⅡ（課税所得380万円以上） 167,400円＋（医療費総額－558,000円）×１％　※１  93,000円上限
現役並みⅠ（課税所得145万円以上）  80,100円＋（医療費総額－267,000円）×１％　※１  44,400円上限

区　分 外来（個人） 外来＋入院（世帯ごと）
一般（課税所得145万円未満） 18,000円（年間上限144,000円） 変更なし 57,600円　 ※１ 44,400円上限

○高額介護合算療養費／一般、低所得者Ⅰ・Ⅱの区分に変更はありません。
区　分 限度額

※世帯に70〜74歳と70歳未満の方が混在する場合
は、別に定める適用基準により算出した限度額が
適用されます。

現役並みⅢ（課税所得690万円以上） 212万円
現役並みⅡ（課税所得380万円以上） 141万円
現役並みⅠ（課税所得145万円以上） 67万円

▷問い合わせ／住民課国保年金係（内線161）　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821

入札結果
　入札結果について詳しくは役場２階総務課で公表しています。

入札日 物品名 予定価格 落札価格 納入場所 業者名 納　期
平成30年５月24日 水道メーター 3,522,744円 2,125,764円 建設課 （株）日幸商會 青森営業所 平成30年８月10日

入札日 業務名 予定価格 落札価格 事業場所 業者名 業務終了日
平成30年５月24日 村道補修調査設計業務 5,713,200円 5,400,000円 東光寺地内外 東北建設コンサルタント（株） 平成30年８月31日

※予定価格及び落札価格は消費税等込額です。
▷問い合わせ／総務課管財係（内線223）
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「田園」未来を築く会 会員募集
　「田園」未来を築く会は、村埋蔵文化財センター・博
物館と総合案内所「遊稲の館」を村の指定管理者として
運営しており、垂柳遺跡の伝承や弥生体験田による農業
体験を通じて、稲作にこだわった活動をしています。会
では活動に協力していただける会員を募集していますの
で、興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
▷問い合わせ／村埋蔵文化財センター　☎43－8555

自衛官を募集しています
募集種目 資格 受付期限 試験日

航空学生
高卒（見込み
含）、航空：21
歳未満、海上：
23歳未満

９月７日（金）

９月17日（月）

一般曹候補生

18歳以上
27歳未満

９月23日（日）
自衛官候補生
（男子）

９月29日（土）
～30日（日）

自衛官候補生
（女子） ９月20日（木）

　受験資格など詳細については、お問い合わせください。

▷問い合わせ／自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所
　　　　　　　☎27－3871

警察官（警察官B）採用試験
　青森県警察では警察官 Bの採用試験を行います。試
験の詳細については試験案内（申込書）をご覧になるか
お問い合わせください。
○受験資格／昭和61年４月２日〜平成13年４月１日に

生まれた方。ただし、大学を既卒または平成31年３
月31日までに卒業する見込みの方を除きます。
○申込締切／８月31日（金）
○試験日程等／
・第１次試験（青森市、八戸市、弘前市）…９月23日（日）
・第１次試験合格発表（予定）…９月28日（金）
・第２次試験（青森市）…11月上旬
・最終合格発表…11月下旬
▷問い合わせ／黒石警察署　　☎52－2311
　　　　　　　田舎館駐在所　☎58－2241
　　　　　　　川部駐在所　　☎75－3012

田舎館村健康サポート教室
　65歳以上の方を対象に、加齢に伴う転倒予防・認知
症予防を目的として、村健康サポート教室を開催しま
す。無料で送迎しますので、ご希望の方は開催日１週間
前までにお申し込みください。
○と　き／８月27日（月）　午後１時〜午後３時
○ところ／村ふれあいセンター大広間
○テーマ／押し花教室
○参加料／無料
▷問い合わせ／村地域包括支援センター
　　　　　　　☎58－3704

ふるさと探訪バスツアー参加者大募集 !
　津軽広域連合では、津軽の美しい自然や文化、歴史な
ど魅力あるふるさとを巡るバスツアーを実施します。詳
細はホームページ http://tsugarukoiki.jp/をご覧くださ
い。皆様のご参加をお待ちしております。
○とき／ A：９月４日（火）　午前９時〜午後４時
　　　　 B：９月８日（土）　午前９時〜午後４時
○訪問コース／ A、Bどちらも雨天決行
A：津軽白神湖と岩木山まるごとコース

弘前市運動公園または弘前駅城東口発、水陸両用バ
ス（西目屋村）、マタギ亭（弘前市）昼食、岩木山神
社（弘前市）、高岡の森弘前藩歴史館（弘前市）

B：津軽の美景と味覚満喫コース
青森ワイナリーホテル（大鰐町）、盛美園（平川市）、
ふじさき食彩テラス（藤崎町）昼食、津軽伝承工芸館

（黒石市）
○対象・定員／弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳

町、大鰐町、田舎館村、西目屋村に在住の方、Aコー
ス35人、Bコース40人
○参加料／ A：4,000円、B：3,500円
　　　　　※どちらも昼食代や施設入館料を含みます。
○申込方法／郵便はがきか電子メールに、①希望コース、

②バスの乗降場所、③郵便番号・住所、④氏名・ふり
がな、⑤年齢、⑥電話番号を明記してお申し込みくだ
さい。１通につき２人まで応募できます。

　〒036-8053　弘前市大字和泉２丁目１－１
　フラワー観光（株）　ふるさと探訪バスツアー係
○申込締切／８月８日（水）　※当日消印有効
▷問い合わせ／フラワー観光　☎26－2113
　　　　　　　  hirosaki＠ flower-travel.com

暮らしの情報
めぐり愛バスツアーで出会いを見つけてみませんか？

○と　き／８月19日（日）　午後１時〜午後７時30分　　
○ところ／弘前駅集合→板柳町（クッキーづくり体験）→黒石市（まちあるき）→弘前市（懇親会）
○参加料／3,000円　　○申込締切／８月10日（金）　
○対象・定員／結婚を希望する20歳以上60歳未満の独身者で弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、

田舎館村、西目屋村に在住または在勤の方、男女各20人
▷問い合わせ／ひろさき広域出愛サポートセンター　☎35－1123　 h-deai@city.hirosaki.lg.jp

災害現場で人を救いたいと思い
入隊しました。規則正しい生活と訓練で

心身を鍛えています！

◀今年度入隊した
　垂柳地区出身の相馬啓祐さん（19）
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定例労働相談会
　労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇、賃金
引き下げ、長時間労働、パワハラなど）について、青森
県労働委員会委員が無料で相談に応じます。
○と　き／８月７日（火）
　　　　　午後１時30分〜午後３時30分
○ところ／みどりやビル７階（青森県庁国道向かい側）
▷問い合わせ／青森県労働委員会事務局
　（あおもり労働相談ダイヤル）☎0120－610－782

弘前工業研究所を一般公開します
　（地独）青森県産業技術センターでは、「見て、触れて、
学べる！〜見えない世界が見えてくる〜」をテーマに、
小・中学生が楽しめる内容で施設を一般公開します。な
お、小学校低学年以下は大人同伴でご来場ください。県
産酒の飲みくらべをされる方は、車での来場をお控えく
ださい。
○と　き／７月27日（金）、28日（土）
　　　　　午前９時30分〜午後４時
○参加料／無料
○内　容／研究所の紹介、成果品の展示・販売、木のお
もちゃ、食材等を使った実験、県産酒（日本酒、りん
ご酒）飲みくらべ　ほか
▷問い合わせ／弘前工業研究所　☎55－6740

応急手当の方法を身につけませんか
　黒石消防署田舎館分署では、毎月第２日曜日に救急講
習会を実施しています。いざというときに、自信を持っ
て応急手当に取り組んでいただけるよう、この機会にぜ
ひ受講してください。また、事業所や団体での救急講習
会は随時募集していますので、お気軽にご相談くださ
い。
○と　き／８月12日（日）、９月９日（日）、10月14日
（日）、11月11日（日）、12月９日（日）
　午前９時〜正午

▷問い合わせ／黒石消防署田舎館分署　☎58－2962

借金に関するご相談は
　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口を
設置しています。相談員が借金の状況をお伺いし、必要
に応じて弁護士や専門機関に引き継ぎを行います。秘密
は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
○受付期間／毎週月〜金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前８時30分〜正午
　　　　　　午後１時〜午後４時30分
○ところ／青森合同庁舎３階
▷相談・問い合わせ／東北財務局青森財務事務所
　　　　　　　　　　☎017－774－6488

出張譲渡キャラバン
あなたの思いが命を救う!

○とき・ところ／
７月19日（木） 弘前保健所
　　20日（金） 五所川原保健所
　　26日（木） 上十三保健所
　　27日（金） 三戸地方保健所
　　30日（月） むつ保健所
　午後１時15分　受付開始
　午後１時30分　譲渡前講習会　
　午後２時30分　お見合い・抽選・譲渡手続き　
○譲渡条件／青森県在住の成人で、１年以内に譲渡前講
習会を受講した方。ただし、60歳以上の方や一人暮
らしの方は後見人が必要です。なお、譲渡の際は
3,000円の手数料が必要です。
▷問い合わせ／青森県動物愛護センター　
　　　　　　　☎017－726－6100

重要文化財「旧弘前偕行社」
保存修理工事を一般公開します

　（学）弘前厚生学院では、旧陸軍将校の社交場として建
てられた旧弘前偕行社で現在進められている保存修理工
事を一般公開します。なお、見学は約40分の行程です。
工事現場内の見学となるので、動きやすい服装でご来場
ください。ヘルメットは用意しています。
○と　き／７月29日（日）　
　午前10時30分、午後１時30分、午後３時
○ところ／弘前厚生学院内
○定　員／各回25人程度
○参加料／無料
○申込締切／７月23日（月）
▷問い合わせ／弘前厚生学院　☎33－2102

地域振興事業を助成しています
　（公財）みちのく・ふるさと貢献基金では、新興企業
や、事業拡大を目指して新規事業または開発・研究に取
り組む県内の各種団体、個人などに対し、必要な費用を
助成しています。
○助成金額／必要経費の２分の１以内で、上限300万円
○申込締切／９月30日（日）
○申込方法／応募要項や申請書はホームページ http://
www.michinoku-furusato.or.jp/で公開しています。
　必要事項を記入して事務局へ送付してください。
▷問い合わせ／みちのく・ふるさと貢献基金事務局
　　　　　　　☎017－774－1179
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たんけん！　　
浅瀬石川
あ　　　　せ　 い　し　　が　わ

　着任から3ヶ月を迎えた地域おこし協力隊の新堀弘樹
がある日、村内を車で移動した際に浅瀬石川の河原で散
歩する人を見かけたらしく、「緑が豊かで、いい景色が
ありそうですね」と気になった様子。普段は観光いちご
園でいちごの栽培管理を学ぶ活動のかたわら、田んぼ
アートの田植えに参加したり、地域のことや特産品など
を調べたりしている彼の趣味は登山で、自然は大好きと
のこと。ちょうど「村内の道は車で走って覚えている最
中」と話していたこともあり、村を案内がてら、現地に
向かってみることにしました。

　「青森県河川砂防情報提供システム」ホームページでは、大雨や洪水に備えて河川の防災情報を提供しており、雨量や身近
な河川の水位を確認できます。また、「洪水お知らせメール」を登録すると携帯電話のメールで着信でき、洪水への警戒と避
難準備に活用できます。なお、テレビのデータ放送でも河川の防災情報を見ることができます。テレビの操作方法は、NHK
総合のチャンネルでリモコンのdボタンを押し、TOPメニューの「防災・安心情報」→「河川水位・雨量」と選択するとご覧い
ただけます。
○ホームページアドレス／ http://www.kasensabo.bousai.pref.aomori.jp/

　浅瀬石川の上流17kmのところには浅瀬石川ダムがあり、村内の流域では
放流による急な増水を、サイレンや音声放送、表示板で知らせる放流警報所
が7箇所（高樋・枝川・八反田・畑中・北原〔畑中字北原〕・大曲・朝日橋〔川部〕）
に設置されています。

朝日橋警報所▶

スマートフォン版▶携帯電話版▶

散策前には河川の状況を確認散策前には河川の状況を確認

急な増水に注意！河原には子どもだけで降りないこと

❶
❷

❸

❹
❶

　大根子地区から川部地区側へ
朝日橋を渡ってすぐ右側に曲が
る。最初に見えた降り口を過ぎ、
100ｍほど進んだところにあった
降り口から今回は出発

平成30年７月号・いなかだて12
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次のページへ▶

新町

新町地区の東橋付近。村が管理しているテニスコート（無料・自由に
利用可）を過ぎ、さらに奥へ

前田屋敷地区の中央橋付近にある第二頭首工では川のせせらぎが印象的。
田んぼに使う水をこの施設から水路へ引き入れている
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降り口の様子
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　東橋を過ぎてさらに河原を進み続けると、
出発から約5㎞、40分ほどのところで新町
地区～黒石市境松を通る弘南鉄道弘南線の
線路下に辿り着きました。河原の景色はそ
の先もずっと続いていたため、黒石市方面
にも進んでみることにしました。

　黒石市下山形で一般道に合流しま
した。そこから川を渡って左折、
700ｍほど道なりに進み、左側に
あった細い道を降りて河原側に向か
うと人道橋「温湯橋」があり、川部地
区から13km以上、約2時間30分
のロングライドで黒石市温湯に到達
できました！

　自転車の位置付けは「車両」で、原則として車道を通行します。ただし、道路標識や標示で指定されている場合、13歳未満・
70歳以上・身体の不自由な方が運転する場合、車道や交通状況によって通行が困難な場合は、歩道を通行できることになっ
ています。

　急なパンクに見舞われた際の出張パンク修理は
1,200円（消費税込み）から応相談。出張等で不在の
場合があるので、ご用命の際は
まず電話連絡を。

営業時間／午前7時～午後5時
　　　　　　　　　　（応相談）
定休日／不定休
ところ／畑中字樋口126－10
　　　　☎58－2505

　ブレーキやライト、反射材など、自転車は適切に点検・整備をして乗りましょう。日々のメンテナンスやパンク修理など
に対応してくれる村内の青森県自転車軽自動車商業（協組）加盟店を紹介します。

線路下を過ぎ、一旦土手へ上がって道路を約1km進むと、
黒石市袋井で再び河原への降り口が

東公園を横目に、
東北自動車道の下を通過

須藤忠さん

　自転車の右側通行は禁止されています。ほかの自転車やバイク、車などと衝突
する可能性が高く、とても危険です。

　自転車が歩道を通行するときは、歩行者に配慮しながら車道寄りの部分を徐行しなければなりません。
　歩行者の通行を妨げたり、スピードを落とさずに追い越したりすることはいけません。

　飲酒運転は禁止です。運転者にお酒を提供したり、酒気帯びの人に自転車を提供したりすることもいけません。
　２人乗り（６歳未満の幼児用座席は除く）や標識で指定されるとき以外の並列運転も禁止されています。信号に従い、交差
点では一時停止と安全確認を心がけ、夜間にはライトを点灯させましょう。

　６歳未満の幼児と同乗する場合や子どもが自転車を運転する場合にヘルメットを着用することは、安全確保の観点から、
万が一の備えとしてとても効果的です。ヘルメットは頭のサイズに合ったものを選び、眉毛のすぐ上まで深くかぶらせ、あ
ごひもをしっかり締めて、正しく着用しましょう。

❶自転車は車道が原則自転車は車道が原則

❷車道では左側を通行車道では左側を通行

❸歩道は歩行者優先歩道は歩行者優先

❹安全ルールを守る安全ルールを守る

❺頭部の保護にヘルメットを頭部の保護にヘルメットを

気をつけよう！自転車を安全に利用する5つのポイント

和光輪業商会（畑中地区）
　パンク修理は1,000円（消費税込み）。店への持ち
込みが困難なときは、村内であれば＋500円で引き
取りをしています。

営業時間／午前8時～午後5時
定休日／日・祝日
ところ／堂野前字種井89－6
　　　　☎58－2046

工藤輪業（新町地区）

自転車は適切なメンテナンスと安全運転を

出典・参考資料：政府広報オンライン

村を横断したその先には
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戸 の籍 窓 ５月21日～６月20日受付
本村に現住所のある方を掲載しています。� 敬称略

・仕事も人生も娯楽でいい� 堀江貴文／著　宝島社
・高卒自衛官が実現した40代で資産２億円をつくる方法
� 生方正／著　あさ出版
・作りおき＆帰って10分おかず336
� 倉橋利江／著　新星出版社

・万引き家族� 是枝裕和／著　宝島社
・未来� 湊かなえ／著　双葉社
・グレイ� 堂場瞬一／著　集英社
・むかえびと� 藤岡陽子／著　実業之日本社
・男たちのワイングラス� 今野敏／著　実業之日本社
・おばけのえんそく� 西平あかね／著　福音館書店
・いいからいいから〈５〉� 長谷川義史／著　絵本館
� ほか

新刊図書のご案内図 書 室 だよ り

▽問い合わせ／中央公民館　☎58−2250

  あとがき

人口と世帯
（平成30年 6 月末日現在）

男 3,738人 （−2）

女 4,172人 （+1）

計 7,910人 （−1）

世帯数 2,747世帯 （+5）

（　）は前月との比較

県内の交通事故概況
（平成30年 6 月末日現在）

６　　月
県　内 村　内

件��数 231（1,364） 2（18）
死��者 3 （21） 0 （0）
傷��者 293（1,679） 2（22）

（　）は1月からの累計

（
（

広報をアプリや
ウェブで

広報をスマートフォン・タブレット用
アプリで閲覧

広報やデータ化された各種記事を、
インターネットから手軽に確認

▽問い合わせ／企画観光課企画係（内線244）

お誕生おめでとうございます

阿　保　彩
あや

　世
せ

 ちゃん
（卓史・愛美）大　　曲

村　上　風
ふ

　羽
う

 ちゃん
（和紀・希）堂 野 前

髙　木　鈴
す

　々
ず

 ちゃん
（一・美穂）大　　曲

ご結婚おめでとうございます

佐　藤　光　史 秋 田 県
中　山　文　乃 高　　田

柴　田　　猛 畑　　中
福　島　旭　野 弘 前 市

おくやみ申し上げます

鹿　内　久　人（58歳） 川　　部
山　本　喜　久（93歳） 大　　曲
吉　田　常　友（78歳） 川　　部
阿　部　正　𠮷𠮷（8𠮷歳）畑　　中
阿　保　⺿芳　雄（95歳） 八 反 田
田　澤　和　子（86歳） 諏 訪 堂
佐　波　睦　子（74歳） 川　　部
太　田　光　弘（7𠮷歳） 新　　町
福　士　キヨヱ（94歳） 前田屋敷
山　本　兼　雄（88歳） 大　　曲

　連日の田植え作業と河原の下調べで、 今年は例年よりこんがりと日焼けしています。
海に行ってきた人のようです。



MemoMemo
BMX（ビーエムエックス、Bicycle Motocross）

バイシクル　モトクロス
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Happy Birthday ７月生まれのおともだち

平成30年７月号・いなかだて16

大　袋

平成26年７月１日生
父…泰人さん　母…春香さん
「いつもニコニコ元気いっぱ
い☆優しいお姉ちゃんになっ
てね♡」

葛西 こはるちゃん
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村の木　サイカチ

村の花　稲の花

■次号の発行は8月9日（木）の予定です。

６年１組
小野輝

ひかり
さん（東光寺）

「ミニバススポーツ少年団で２
年生からバスケットボールをし
ています。６月の大会では優勝
できました！中学校でもバスケ
一筋です！！」

小学生による
　今月の題字

※広報では、８月生まれのお子さんの写真を募集中です。（７月20日締切）①氏名（ふりがな）②生年月日③お住まいの地区④住所⑤
両親の氏名⑥コメントを書いて、企画観光課企画係まで郵送またはご持参ください。写真は後日お返しします。また、電子メール
でもご応募可能です。本文に①～⑥を記載し、画像データを添付してpublic-info@vill.inakadate.lg.jpへお送りください。

　「きっかけは中学生のときに偶然テレビで見た、フリースタイル
競技の世界大会。実際に乗ると楽しくて、以来ずっと乗り続けて
います」と話す堂野前地区出身の福原興

こう

さん（28）は、青森県内で
は珍しいBMXライダーの一人です。乗り始めた当時はBMXを知
る人が周りにほとんどおらず、専用の練習環境もなかったため、
近所で浅瀬石川の河原にあった地形差を利用して乗っていたそう
です。その後、車体を購入した店で知り合った人が、個人的な所
有地にコースを造成したことから本格的な練習に取り組むようになりました。「自分にとってBMXはコミュニケー
ションツールのひとつ」とするほど思い入れが強く、大学時代には車体を携えて全国各地のライダーと交流をする旅
を敢行。多種多様なライディングに挑戦しながら、地域で開催されるイベントやコンテストにも参加していました。
　現在は宮城県仙台市で仕事をしながら、イベントがあれば全国各地に赴き、ライダー同士のセッションやライ
ディングを披露しています。「自転車は身近なものだが、サイクリングやオフロード、例えばロードバイクやクロ
スバイク、マウンテンバイクなど様々な種類と楽しみ方がある。激しい起伏を越え、難しいトリック（技）に挑戦す
ることだけがBMXの醍醐味ではなく、オフロードや人工的な専用コースを走って、ちょっとしたジャンプや地形
差をスムーズに乗り越えてみるなど、自分なりに楽しむことができる」としながらも、身近に触れる機会が少なく
コース環境がない、冬は雪が降るなどの理由から、車体を所有する人は少なからずいるものの青森県内ではまだ
まだ定着していない状況が気になるそうで、「フリースタイル（パーク）は2020年東京オリンピックの追加種目と
なったようで、国内では今後も注目されていくと思う。一人のライダーとして、これからもライディングを楽しみ
ながらBMXの面白さを発信していきたい」と今後の活動に意欲を見せていました。

小さい自転車が空中で自在に！？
BMXが見せる新たな景色

今月の
表紙

　小径ホイールに太いタイヤ、シンプ
ルなフレーム構造の自転車を操って、オ
フロードレースやフリースタイルの技を
競うスポーツ。福原さんによれば、トッ
プレベルのライダーが車体や自分の体
を捻って繰り出すトリック（技）や大きな
ジャンプは人間業とは思えないほどの迫
力があり、目の当たりにすると衝撃を受
けるとのこと。

たんけん！浅瀬石川　関連企画

奈良岡 里
り

桜
お

ちゃん

平成24年７月７日生
父…友徳さん　母…倫子さん
「自転車に乗ることが大好き
です！」

川　部


